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日が少し暮れかかっていました。ぼんやり

歩いていたら、いつのまにか、知らないお

店の前に立っていました。よく見ると、その

お店は、めがね屋さんでした。街によくあ

るような、明るいショーウィンドーのお店で

はなくて、うっかりすると通りすぎそうなほ

ど、ひっそりとそこに建っていたのです。 

「のぞいていきますか？」 

おだやかな笑顔をしたおじいさんが、なか

からあらわれて言いました。 

「あ…はい」 

私は、つられて返事をしてしまいました。

そんなに目は悪くないから、めがねなんて

必要ないのに…なんて思いながら。 

なかに入ってみて、おどろきました。ずい

ぶん変わったかたちのめがねが、たくさん

置いてあったからです。 

「どうぞ、気に入ったものをかけてごらんな

さい」。おじいさんにうながされて、私は、

そばにあった、めがねを手にとって 

ためしに、かけてみました。 

「きゃっ」 

その瞬間に、私は思わず、めがねをはず

していました。かけた瞬間に、目の前がぐ

にゃ～っと、ゆがんだような気がしたから

です。 

「おやおや、それは…」。おじいさんは、ゆ

かいそうに笑いました。「魚のめがねです。

ほら、魚眼レンズって、聴いたことあるでし

ょう」 

「え、ええ…」 

よくわからなかったけれど、こんなめがね

はまっぴらです。 

「では、こんなめがねは、いかがです

か？」 

そう言って、おじいさんがわたしてくれた

めがねを、私はかけてみました。とたんに、

目の前が何も見えなくなりました。「え？…

どういうこと？」。次の瞬間、おじいさんが、

目の前で、手を、ひらひら振っているのが

見えました。 

「これは見えますね？」 

「え…ええ」 

でも、次の瞬間、また何も見えなくなりまし

た。あわててめがねをはずすと、おじいさ

んは、ちゃんと目の前にいました。 

「これはね、ヒキガエルのめがねなんです。

ヒキガエルは、動いているものの姿しか見

ることができないんです」 

「どうして、ヒキガエルのめがねなんてお

いてあるの？」 

「お店には、いろいろなかたが、来ますか

らねえ」 

おじいさんは、またにっこり笑って言いまし

た。 

それから、おじいさんは、店内を案内して、

いろいろなめがねを見せてくれました。５

キロも先まで見通してしまえる、ワシのめ

がね。暗闇のなかでもよく見えるネコのめ

がね。うしろまでぐるりと見える、ウマのめ

がね。私は、不思議な気持ちと、こわい気

持ちが、半々に湧いてきました。 

「もっと、普通のめがねはないの？」 

「普通…ですか」 

おじいさんは、ちょっと考えて、近くにあっ

ためがねを手にとりました。 

「これなんか、どうでしょう」 

そのめがねをかけると、目の前ははっきり

見えるけれども、両脇は、ぼんやりかすん

で、よく見えないのでした。 

「これはね、ヒトの子どものめがねです」 

「子どものめがね？」 

「７歳くらいまでの子どもは、普通、視界が

せまくて、両脇がよく見えないんですよ。

『きょろきょろしないで』って叱られている

お子さんがいますけど、きょろきょろしない

と、両脇が見えないんです」 

「そうなんだ。知らなかった…」 

そのとき、私は、ふと、気がつきました。そ

ういうことって、言われてみないと、わから

ないなあ…って。魚の目も、ヒキガエルの

目も、ワシの目も、ネコの目も、ウマの目も、

ヒトの子どもの目も、その目で見ないかぎり、

どんなふうに見えるのか、わからないので

す。同じ目をもっていても、見えかたは、

それぞれ、まるでちがうのです。 

そこで、私はようやく思い出しました。なぜ、

自分が、こんな夕暮れに、ひとりで、とぼと

ぼと歩いていたのかを。その日、私は大切

な友だちと、けんかをしてしまったのです。

友だちが、自分の気持ちをわかってくれな

いような気がして、かなしくて、泣きながら

飛び出してしまったのです。 

胸のなかに、忽然と、言いようのない思い

が、わき上がってくるのを感じました。 

本当に、わかってくれなかったのは、友だ

ちだったのだろうか。私のほうこそ、友だち

の気持ちを、わかろうとしていなかったの

ではないだろうか。まるで、自分のめがね

で、相手のこころを見るように。相手のめが

ねと、自分のめがねが、同じものだと思い

こんで。 

はっと気づくと、私は、街角に、ひとりで、

たたずんでいました。さっきのめがね屋さ

んはどこにもありませんでした。おだやか

な笑顔のおじいさんも、どこにも見当たりま

せんでした。 

代わりに、静かに、涙がこみあげてきまし

た。涙は、止まることを知らず、あとからあ

とから、あふれてくるのでした。私は、ぬぐ

うこともせず、ただ、その場に立ち尽くして

いました。やがて、携帯電話の赤いランプ

が点滅して、聴き慣れた、呼び出し音がひ

びくまで。 
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